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　”い
の
ち

“    
の
始
ま
り
に
出
会
う
助
産
師

の
立
場
か
ら

　”い
の
ち

“    
の
大
切
さ
を
伝

え
た
い
と
い
う
熱
き
思
い
で
、
幼
児
か
ら

学
生
、
保
護
者
を
対
象
に｢

い
の
ち
の
楽
習

出
前
講
座｣

を
行
っ
て
い
ま
す
。
誰
に
で
も

あ
る「
誕
生
日
」
に
思
い
を
寄
せ
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
歌
や
紙
芝
居
な
ど
を
使
っ
て
感
動

的
に
伝
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
思
春
期
の

子
ど
も
た
ち
に
は
、
生
ま
れ
て
き
た
自
分
の

い
の
ち
を
見
つ
め
つ
つ
、
未
来
へ
と
つ
な
ぐ

み
ん
な
の
い
の
ち
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

る
　”健
康
教
育

“    
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
出
産
の
再
現
シ
ー
ン
で
は
、「
が
ん
ば
れ

！
が
ん
ば
れ
！
」
の
子
ど
も
た
ち
の
声
援

に
包
ま
れ
な
が

ら
、
生
命
力
あ

ふ
れ
る
産
声
を

あ
げ
て
赤
ち
ゃ

ん
が
誕
生
し
ま

す
。
大
き
な
拍

手
の
中
、
子
ど

も
た
ち
の
嬉
し

そ
う
な
笑
顔
と

と
も
に
出
産
の

感
動
が
甦
っ

た
の
か
、
涙

ぐ
む
保
護
者

た
ち
の
姿
も

あ
り
ま
す
。

「
赤
ち
ゃ
ん
っ

て
温
か
い
。宝

物
だ
わ
〜
。生

ま
れ
て
き
て

く
れ
て
あ
り

が
と
う
！
」母

親
役
の
助
産

師
が
、
必
ず

伝
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

　
誕
生
日
は
、
い
の
ち
が
生
ま
れ
た
記
念

の
日
で
す
。
そ
し
て
、
温
か
く
見
守
っ
て

く
だ
さ
っ
た
人
々
に
感
謝
す
る
日
で
も
あ

り
ま
す
。
ご
家
庭
で
は
、
生
ま
れ
て
き
た

と
き
の
様
子
や
感
動
を
、
繰
り
返
し
話
し

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
、
親
子
の

　”絆
“　 
が
深
ま
る
と
思
い
ま
す
。
家
族
の
温

か
い
愛
情
に
気
づ
い
た
子
ど
も
た
ち
は
、

自
分
も
周
り
の
人
も
大
切
に
し
よ
う
と
す

る
心
が
育
ち
ま
す
。
私
た
ち
は
、
子
ど
も

た
ち
の
幸
せ
な
将
来
を
願
い
つ
つ
、
家
庭

や
学
校
と
連
携
し
な
が
ら
、
こ
の
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。            

（
執
筆
・
島
根
県
助
産
師
会
）

子どもたちは、紙芝居「赤ちゃん物語」を
真剣に聞いてくれます。

「みんなのいのちは、こんなにも受け継がれて
  きているんだよ！」

／
ね
ず
た
お

　
　
　
　
　

１
６
９
６
㉑
☎福
祉
推
進
課

よ
み
が
え

き
ず
な

　障
が
い
者
福
祉
に
理
解
と
熱
意
が
あ
る
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
今
年
度
の
障
が
い
者
相
談
員
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

名　前

●身体障がい者相談員

●知的障がい者相談員

住　所 電話番号

竹下　英治

木村　知子

福間　清子

角　　貞徳

和泉　　積

石飛　丈和

今岡　忠嗣

大村　豊秋

廣戸　八重子

塩冶町１７２３－１

枝大津町１６－７

灘分町２３１１

園町８１９

佐田町反辺２２０－３

多伎町口田儀２０６

湖陵町常楽寺７００－１

大社町杵築南

斐川町神氷２７１８－２

２３－０７９７

２２－４１８７

６２－３８７３

６９－１０６５

８４－０１５５

８６－２７１４

４３－２２０２

５３－０３２５

７２－６５６９

名　前 住　所 電話番号

伊藤　喜代子

山田　瑞子

竹田　朝男

原　　泰子

久家　久美子

村山　進

荒川　文雄

平野町８４２

今市町４２７－１

下横町５１４

中野町６８９－５

灘分町１３９０

大社町北荒木８０７－１

斐川町直江１５５５－６３

２２－５６２４

２１－０１２１

２８－０４１５

２１－３４７０

６２－５００８

５３－５４１３

７２－７０４４

市
雲
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た
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ト
キ
の
生
息
数

333

　
江
戸
時
代
の『
出
雲
国
産
物
帳
』に

は
ト
キ
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

大
正
時
代
の『
島
根
県
史
』に「
宍
道
湖

に
は
ト
キ
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ
し
ば
し
ば
来

る
」と
記
さ
れ
、
か
つ
て
出
雲
地
方
に

も
ト
キ
が
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。
当
時
の
ト
キ
の
生
息
数
は
不
明
で

す
が
、
あ
り
ふ
れ
た
鳥
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
１
８
７
０
年
代
に
な
る
と
乱
獲

な
ど
に
よ
り
ト
キ
は
数
を
減
ら
し
、
島

根
県
内
で
最
後
に
残
っ
た
隠
岐
諸
島
で

も
１
９
４
５
年（
昭
和
20
年
）に
絶
滅

し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
生
息
数
の
記
録
が
あ
る
の
は
本
州
最

後
の
ト
キ
生
息
地
と
な
っ
た
石
川
県
能

登
地
方
と
、
日
本
で
最
後
ま
で
ト
キ
が

生
息
し
た
新
潟
県
佐
渡
島
で
の
記
録

で
、
１
９
５
２
年
に
32
羽
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す（
グ
ラ
フ
①
）。
確
認
さ
れ
る

ト
キ
は
減
り
続
け
、
１
９
９
５
年（
平

成
７
年
）に
は
日
本
で
飼
育
さ
れ
て
い

た
の
は
キ
ン
と
い
う
名
前
の
ト
キ
１
羽

だ
け
に
な
り
ま
し
た（
グ
ラ
フ
②
）。
１

９
９
９
年
中
国
か
ら
贈
呈
さ
れ
た
２

羽
の
ト
キ
の
繁
殖
に
成
功
し
、
さ
ら
に

羽
の
ト
キ
の
繁
殖
に
成
功
し
、
さ
ら
に

羽
の
ト
キ
の
繁
殖
に
成
功
し
、
さ
ら
に

羽
の
ト
キ
の
繁
殖
に
成
功
し
、
さ
ら
に

羽
の
ト
キ
の
繁
殖
に
成
功
し
、
さ
ら
に

羽
の
ト
キ
の
繁
殖
に
成
功
し
、
さ
ら
に

羽
の
ト
キ
の
繁
殖
に
成
功
し
、
さ
ら
に

羽
の
ト
キ
の
繁
殖
に
成
功
し
、
さ
ら
に

中
国
か
ら
新
た
に
ト
キ
の
提
供
を
受
け

る
な
ど
し
た
こ
と
で
、
日
本
に
い
る
ト

キ
は
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
２
０
０
８

年（
平
成
20
年
）か
ら
は
放
鳥
を
始
め
、

平
成
26
年
５
月
23
日
現
在
、
野
生
で

も
92
羽
が
生
息
し
て
お
り
、
飼
育
下
で

２
４
０
羽（
こ
れ
に
は
出
雲
市
で
飼
育

し
て
い
る

17
羽
を

含
み
ま

す
）、
国

内
に
い
る

ト
キ
の

合
計
は

３
３
２

羽
で
す

（
グ
ラ
フ

③
）。

　
次
回
は
、
ト
キ
保
護
の
歴
史
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　国際交流員の仕事に着任して3年になり、出雲での生活は7月末
までと残りわずかになりました。　
　「日本人は恥ずかしがり屋で、他人に声をかけない。物事を時間
通りに行う。自宅にはめったに招待してくれない。」　私は、日本人や、
日本文化についてだいぶ分かっているつもりで出雲に来ましたが、
出雲に来て考えを改めました。
　出雲では、待ち合わせの時間になって誰かがまだ来ていなくても、
「出雲時間だけん」と笑いながら言います。スーパーで買い物をして
いる時には、おばあちゃんに出雲弁でよく声をかけられます。そして、
日本人のおうちに何度も誘われました。私は出雲で知らなかった新
しい日本に触れることができました。

vol.3

国際交流員は、国際理解教育の場などに積極的に参加し、地域の国際化のために活動しています。
おたずね／国際交流室　☎21-6576

Moi moi（バイバイ）出雲！
モ イ モ イ

　出雲歌舞伎の出演を始め、田植えにファッションショー、良い思い
出がたくさんできたのは、色々なところに誘ってくれたみなさんのお
かげです。みなさんは出雲は何もない田舎だと思われているかもしれ
ませんが、そんなことはありません。ここに住んでみれば、出雲の良
さが分かります。そして、この地域がイキイキしていることがよく分
かりました。出雲を離れても、ここで過ごした日々を一生忘れません。
本当に幸せな3年間でした。
　新しい日本を見せてくれた出雲のみなさん、ありがとうございまし
た。3年間、本当にお世話になりました。だんだん！Kiitos!（ありがとう）

キートス

Kiitos!（ありがとう）
キートス

Kiitos!（ありがとう）高松地区での田植えの様子

田儀小学校での講演の様子

③

① ②

日本にいるトキの数の変遷（野生と飼育合計）
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助
産
師
が
伝
え
る
”い
の
ち
の
大
切
さ
“　

〜
バ
ー
ス
デ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
〜
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の
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を
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え
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と
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う
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き
思
い
で
、
幼
児
か
ら

学
生
、
保
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を
対
象
に｢

い
の
ち
の
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出
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を
行
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て
い
ま
す
。
誰
に
で
も

あ
る「
誕
生
日
」
に
思
い
を
寄
せ
、
オ
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動
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す
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そ
し
て
、
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の
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を
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緒
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え
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康
教
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も
提
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し
て
い
ま
す
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出
産
の
再
現
シ
ー
ン
で
は
、「
が
ん
ば
れ

！
が
ん
ば
れ
！
」
の
子
ど
も
た
ち
の
声
援

に
包
ま
れ
な
が

ら
、
生
命
力
あ

ふ
れ
る
産
声
を

あ
げ
て
赤
ち
ゃ

ん
が
誕
生
し
ま

す
。
大
き
な
拍

手
の
中
、
子
ど

も
た
ち
の
嬉
し

そ
う
な
笑
顔
と

と
も
に
出
産
の

感
動
が
甦
っ

た
の
か
、
涙

ぐ
む
保
護
者

た
ち
の
姿
も

あ
り
ま
す
。

「
赤
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ん
っ

て
温
か
い
。宝

物
だ
わ
〜
。生

ま
れ
て
き
て

く
れ
て
あ
り

が
と
う
！
」母

親
役
の
助
産

師
が
、
必
ず

伝
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

　
誕
生
日
は
、
い
の
ち
が
生
ま
れ
た
記
念

の
日
で
す
。
そ
し
て
、
温
か
く
見
守
っ
て

く
だ
さ
っ
た
人
々
に
感
謝
す
る
日
で
も
あ

り
ま
す
。
ご
家
庭
で
は
、
生
ま
れ
て
き
た

と
き
の
様
子
や
感
動
を
、
繰
り
返
し
話
し

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
、
親
子
の

　”絆
“　 
が
深
ま
る
と
思
い
ま
す
。
家
族
の
温

か
い
愛
情
に
気
づ
い
た
子
ど
も
た
ち
は
、

自
分
も
周
り
の
人
も
大
切
に
し
よ
う
と
す

る
心
が
育
ち
ま
す
。
私
た
ち
は
、
子
ど
も

た
ち
の
幸
せ
な
将
来
を
願
い
つ
つ
、
家
庭

や
学
校
と
連
携
し
な
が
ら
、
こ
の
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。            

（
執
筆
・
島
根
県
助
産
師
会
）

子どもたちは、紙芝居「赤ちゃん物語」を
真剣に聞いてくれます。

「みんなのいのちは、こんなにも受け継がれて
  きているんだよ！」
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員
を
紹
介
し
ま
す

　障
が
い
者
福
祉
に
理
解
と
熱
意
が
あ
る
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
今
年
度
の
障
が
い
者
相
談
員
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

名　前

●身体障がい者相談員

●知的障がい者相談員

住　所 電話番号

竹下　英治

木村　知子

福間　清子

角　　貞徳

和泉　　積

石飛　丈和

今岡　忠嗣

大村　豊秋

廣戸　八重子

塩冶町１７２３－１

枝大津町１６－７

灘分町２３１１

園町８１９

佐田町反辺２２０－３

多伎町口田儀２０６

湖陵町常楽寺７００－１

大社町杵築南

斐川町神氷２７１８－２

２３－０７９７

２２－４１８７

６２－３８７３

６９－１０６５

８４－０１５５

８６－２７１４

４３－２２０２

５３－０３２５

７２－６５６９

名　前 住　所 電話番号

伊藤　喜代子

山田　瑞子

竹田　朝男

原　　泰子

久家　久美子

村山　進

荒川　文雄

平野町８４２

今市町４２７－１

下横町５１４

中野町６８９－５

灘分町１３９０

大社町北荒木８０７－１

斐川町直江１５５５－６３

２２－５６２４

２１－０１２１

２８－０４１５

２１－３４７０

６２－５００８

５３－５４１３

７２－７０４４
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ト
キ
の
生
息
数

第 3 回

vol.3

国際交流員は、国際理解教育の場などに積極的に参加し、地域の国際化のために活動しています。
おたずね／国際交流室　☎21-6576

高松地区での田植えの様子

田儀小学校での講演の様子

日本にいるトキの数の変遷（野生と飼育合計）
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